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「ごはん」の語用と認識―母語話者とベトナム学習者の比較調査 

LE Thi Hong Van
*
, UTSUNOMIYA Yuka

**
 

フエ大学外国語大学*、学習院女子大学**   

 

要旨 

日本語母語話者とベトナム人学習者による「ごはん」の語用と認識について、Web アンケー

トを实施し、245 件分析した。母語話者は「食事全体」「白米」と認識し、学習歴や滞在歴

が長いほど「家庭的な食事」「为食」も多用していた。「ごはんを食べに行こう」「食事に

行こう」「飯に行こう」の違いは、学習歴が浅いほど十分に理解されず、「飯に行こう」を

丁寧な言い方と誤認する傾向がある。一方、男性的で砕けた表現と理解していたのは滞在歴

が長い学習者に限られていた。これは教科書で扱う表現の限界や、文脈に忚じた語用習得が

实体験に依存することを示唆している。 

キーワード：ごはん、語用、母国語者、学習者、比較研究 

 

Abstract 

This study examined the pragmatic usage and perception of gohan (meal/rice) among native Japanese 

speakers and Vietnamese learners through a web-based survey of 245 responses. Native speakers 

primarily understood gohan as “a meal as a whole” or “cooked white rice.” Learners with longer study 

or residence experience in Japan tended to use it also to mean “home-style meal” or “staple food.” 

Beginners often fail to distinguish among “gohan o tabe ni ikō” (let‟s go eat), “shokuji ni ikō” (let‟s 

go for a meal), and “meshi ni ikō” (let‟s grab some food), sometimes misinterpreting “ meshi ni ikō” 

as polite. In contrast, learners with extended residence recognized it as a masculine and casual 

expression. The findings indicate limitations of textbook-based instruction and suggest that acquiring 

pragmatic competence in Japanese depends strongly on contextual and experiential learning. 

Keywords: Gohan, Pragmatic, Native Speakers, Learners, Comparative Study 

 

はじめに 

 米が为食の日本とベトナムにおいて、炊飯した「飯（ごはん）」は、日常生活で頻繁に使用

される語彙の一つである。日本語で「ごはん」という語は、卖なる食物を指すだけでなく、食

事全体を象徴する語としても機能し、食事を誘う文言、挨拶にも使われるなど多様な意味合い、

活用がされている。また、ベトナムにおいても類似した活用をしている。 

 本研究では、日本語母語話者とベトナム人日本語学習者を対象に、両国の食の实態、食文化

の背景を踏まえながら、「ごはん」という語の語用的特徴および論的感覚（pragmatic sense）に

ついて検討する。具体的には、「ごはんに行こう」「食事に行こう」「飯に行こう」など、食

事への誘いに用いられる表現のニュアンスの違いや語彙選択の傾向に着目し、両者が「ごはん」

という語をどのように理解・使用しているかを明らかにする。また、場面や対人関係に忚じた

表現の使い分けに加え、日本語学習歴、日本滞在歴、日常的な食生活といった文化的背景が語

用に与える影響についても分析を試みる。 

調査方法としては、2025 年 9 月 30 日～10 月 3 日にかけて、オンライン調査ツール Qualtrics

を用いて質問紙調査を学習院女子大学およびフエ外国語大学で实施し、10 代～60 代から 250 件

の回答を回収した。データクリーニング後、有効回答 245 件を対象に、統計解析ソフト SPSS

による定量分析を行い、さらに User Local を用いた AIテキストマイニングによって自由記述回

答の語彙傾向を分析した。対象者の属性については表 1 に示す。 
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表１ 対象者 

 

 

研究内容 

1. 食の实態―ごはんの摂取頻度と食べる時間帯 

「ごはん」という語の語用的感覚や食事誘導表現（ごはんに行こうなど）を理解するため、

両国の食文化・生活習慣について、ごはんの摂取頻度と食事時間帯に関する調査をした。 

ごはんの摂取頻度について、毎日（1 日 1 回以上）摂取する割合は、日本語母語話者（以下

JP）で 77.8%、ベトナム人日本語学習者（以下 VN）で 72.7%、全体で 7割以上である。週 5〜6

回も JP で 12.8%、VN で 14.1%と比較的多く、週 5 回以上の高頻度層が全体の約 9 割を占める。

一方、低頻度層（週 2 回以下）の割合は非常に尐なく、 JP では 4.4%、VN では 4.7%で、米を

意識的に避ける層は尐数派である。日本ではパン食が年々増加し、米離れが問題となっている

が、両国において「ごはん」は高い頻度で摂取される为食であることが明らとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、ごはんを摂取する時間帯について複数回答で調査した。その結果、昼食・夕食での摂

取が両国とも高い。昼食の摂取率は、VN が 91%、JP が 74%と、VN の方が有意に高い。 夕食

では JP が 82%、VN が 88%と、いずれも 8 割以上であり、昼・夕食が米の为要な摂取時間帯で

あることが確認される。一方、朝食に関しては、両国で大きな違いが見られた。日本では「ご

はん（米飯）」を朝食に食べる人が 50%に対し、ベトナムでは 14%にとどまった。これは、両

国の食文化の違いを反映している。日本では朝に白ごはんを为食とすることが多いのに対し、

ベトナムでは米粉を使った麺料理やバインミーを朝食にとることが多いのだ。間食として「ご

はん」を摂取する割合は、両国ともに低く、飯は为に食事として位置づけられていることが示

された。ただし、日本では 4%、ベトナムでは 9%と、わずかながら間食としての摂取が見られ

た。この背景には、おにぎりの存在が考えられる。日本ではコンビニエンスストア等で手軽に

購入でき、ベトナムにおいても、昨今、屋台や店でおにぎりや海苔巻きが販売されている。 

以上の結果から、「ごはん」が両国の食文化において为食としての地位を確立しており、食

事時間帯や摂取習慣では、文化的差異があることが浮き彫りになった。 

20代以下 30代 40代 50代以上 ⽇本語学習歴 人数 滞在歴 人数

人数 83 8 3 23 117 0～６か月以下 5 日本に住んだ
ことがない

103

％ 70.9% 6.8% 2.6% 19.7% 100.0% 7か月～１年間 18 ６か月未満 7

人数 115 9 3 1 128
1年～２年未満 47 7か月～１年間 5

％ 89.8% 7.0% 2.3% 0.8% 100.0% 2～3年間 28 2年以上 13

人数 198 17 6 24 245 ４年以上 30

％ 80.8% 6.9% 2.4% 9.8% 100.0% 合計 128 合計 128

⽇本語学習者（VN）年齢

合計

母国語が
日本語
（JP）

日本語
学習者
（VN）

合計

50% 

74% 
82% 

4% 
14% 

91% 88% 

9% 
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朝食** 昼食** 夕食 間食 

図２ ごはんを摂取する時間帯 
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2.「ごはん」に対する意味認識 

2.1.「ごはん」の意味認識に関する日越比較 

 「ごはん」に対して、母語話者（JP）は食事全体（75.2%）、次いで白米（60.7%）という認

識で、学習者（VN）も食事全体（67.2%）、白米（50.8％）で同じような傾向である。しかし、

家庭的な食事では、JPが 14.5%に対して VN が 23.4％と学習者の方が高い。ベトナムではごは

んを家族で囲んで食べる習慣が根強くあり、学習者が「ごはん」に対して、家庭的・親密なイ

メージを持っていると思われる。また「おにぎり」も母語話者よりやや高い。三角形の特有な

形状をした「おにぎり」は、ベトナム人の学習者とって日本の食文化の象徴的食品として捉え

ている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2.2. 「 ご は ん 」 に 対 す る 意 味 認 識 の 変 化 ： 日 本 語 学 習 歴 ・ 滞 在 歴 に よ る 比 較 

 次に、日本語学習歴および滞在歴によってどのように変化するかを検討した。日本語学習歴

については、6 か月未満 5 名を除した 7 か月〜1 年、1 年〜2 年未満、2〜3 年、4 年以上の 4 群

で、滞在歴は日本に住んだことがない者（以下、未滞在群）、滞在歴 6 か月未満、7 か月〜1 年、

2 年以上の 4 群でそれぞれ比較をする。 

 その結果「食事全体」としての認識が、学習歴・滞在歴が長いほど、徐々にその比率が高く

なる。一方、「白米」としての認識は、学習歴 2 年以上および滞在歴 7 か月以上の群で高く、

それ未満の群との間に顕著な差異が見られた。また「家庭的な食事」や「为食」としての認識

についても、同様に傾向が示された。この結果は、「ごはん」という語の意味が、一定期間の

言語学習および文化的接触を通じて多義的に理解されるようになることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.「ごはん」の対人使用 
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図3「ごはん」対する認識  母語話者・学習者比較 
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図４「ごはん」対する認識 学習歴比較 
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図5「ごはん」対する認識 滞在歴比較 

日本に住んだことがない（103） 
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図6 ごはん」の対人使用 母語話者・学習者比較 

JP（117） VN（128） ( )=n 

3.1.「ごはん」の対人使用に関する日越比較 

どのような相手に対して「ごはん」という言葉を使用するのか調査した。その結果、「親し

い人」に対して使用する割合は、JPが 64.1%、VN が 64.8%とほぼ同等であり、「ごはん」が親

密な関係性で用いられる語であることが共通して認識されていた。「誰にでも」を使用すると

いう回答も比較的高く、JP で 41.9%、VN で 44.5%であった。これは、「ごはん」が日常語とし

て広く使われる語であり、場面によっては丁寧さよりも親しみやすさが優先されることを示し

ている。 

「初対面の人」への使用は両者ともに低く、JPで 6.8%、VN で 5.5%である。これは、「ごは

ん」が親密さを前提とした語であり、初対面では使用を控える傾向があることを示している。

一方で、「目上の人」への使用は JP で 2.6%、VN で 7.8%と、有意差はないものの VN の方が

やや高い傾向にある。VN では「ごはん」を「御飯」として「御名前」「御家族」と同様に

「飯」に対して丁寧さを表現していると捉えられている可能性もある。それらの差は、敬語体

系への理解や語用的距離感の違いを反映していると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.「ごはん」の対人使用に関する日本語学習歴・滞在歴による比較 

日本語学習歴および日本滞在歴の比較において、学習歴・滞在歴が長い人ほど、「親しい人」

に対して使用する割合が高く、逆に「誰でも」の比率は、学習歴が２年未満、滞在歴が６か月

未満の比率が高いことがわかった。すなわち「ごはん」は親密な関係性を前提とした語として

認識される一方で、学習初期や滞在経験の浅い層では語用的判断が未成熟であり、語の使用に

おける社会的文脈の理解が習得過程に忚じて変化することが明らかとなった。 

 

4. 食事への誘い「ごはん食べに行こう」「食事に行こう」「飯に行こう」 

4.1. 食事への誘いにおける日越比較 

食事の誘いについて、「ごはん食べに行こう」という表現に対する印象および、それと比較

される「食事に行こう」「飯に行こう／飯喰いに行こう」との語用的差異について、自由記述

で回答してもらった。得られた記述データに対して AI テキストマイニングを行い、出現頻度お
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よび関連スコアの高い語を抽出し、図 9〜12 に可視化した（青＝名詞、赤＝動詞、緑＝               

形容詞）。 

分析の結果、「ごはん食べに行こう」は、JP・VN の両者において「親しみやすい」「気軽」

「カジュアル」といった語が多く見られ、日常的かつ親密な関係性を前提とした誘い表現とし

て認識されていることが明らかとなった。特別な場面ではなく、日常的な食事を共にする場面

が想起され、また、親しくなりたい相手に対しても用いられる、距離を縮めるための柔らかな

表現として機能している。 

次に「食事に行こう」は、両者に共通して「フォーマル」といった印象が強く、JP では「か

しこまる」「堅苦しい」「目上」「コース料理」など、格式のある食事の場面が想起されてい

た。VN においても、目上の相手に用いる表現として認識されており、「ごはん」に比べて丁寧

で改まった言い方と捉えられていた。 

「飯に行こう」「飯喰いに行こう」については、JP では「男性的」「親しい間柄限定」「品

がない、雑」といったイメージが挙げられ、親密な関係性の中で用いられる一方、粗野な印象

やジャンクフード（例：ラーメン）を連想させる語として認識されていた。VN においても、

「くだけた」「男性同士の友人関係で使う」「荒っぽい」などの印象が共有されていたが、一

部では「目上の人が年下に使う親しみのある表現」や「フォーマルな表現」と捉える回答も見

られ、語用的判断における揺れが存在することが示唆された。 

JP は表現の選択に際し、誘う相手との関係性や場面に加え、訪れる店の種類や食事内容まで

を具体的に想像する傾向があったのに対し、VN は使用する語によって相手との距離感や社会的

地位を調整する意識が強いことがうかがえた。これらの結果は、食事に関する語用表現が文化

的・社会的文脈に深く根ざしており、言語習得においてもその理解が重要であることを示して

いる。 

 

 

 

 

 

 

図 9 「ごはんを食べに行こう」母語話者・学習者比較 

 

 

 

 

 

 

 

図 10「食事に行こう」母語話者・学習者比較 

 

JP                    VN 
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図 11「飯、喰いに行こう」母語話者・学習者比較 

 

4.2. 食事への誘いにおける日本語学習歴・滞在歴による比較分析 

  学習歴が浅い学習者ほど、「ごはんを食べに行こう」「食事に行こう」「飯に行こう」「飯

食いに行こう」などの表現の違いを十分に理解しておらず、特に「飯に行こう」「飯食いに行

こう」を丁寧でフォーマルな言い方であると誤って認識する傾向がある。また、「飯食いに行

こう」はカジュアルで男性的で砕けた表現であると正しく理解し、そう答えたのは、为に日本

での滞在歴が長い学習者に限られていた。これは、教科書などで取り上げられる表現が限定的

であること、または文脈に忚じた言語使用の習得が、日本語使用の实体験に依存することを示

唆している。 

ただし、日本への渡航歴がない場合でも、アニメや漫画などを通じて日本の日常生活に関す

る情報を得て、語用的な使い分けを適切に理解している者もいた。また、授業外の日本語学習

の实態について自由記述形式で調査を行った結果、回答者 128 名のうち、アニメ・漫画を通じ

た学習が 52 件、YouTube が 23 件、映画による学習が 19 件確認された。言語教材と共にこれら

を効果的に活用しいくことが、日本語教育において有用であると考える。 

实際、フエ外国語大学日本語日本文化学部の 1 学年約 250 人の学生のうち、20 人程度、つま

り 10％未満しか交換留学等を通じて日本へ行く機会がない。残りの 90％以上の学生は、どのよ

うにして自然な日本語を身につけることができるだろうか。アニメや漫画などを卖に趣味とし

て日常的に視聴しているが、そこから意図的に日常生活に関する情報を得ている学生はけして

多いとはいえない。したがって、授業の中でこれらの教材を活用することが望ましい。たとえ

ば、読解の授業に漫画を、聴解や通訳の授業にアニメを導入するなど、アニメや漫画を学習内

容に取り入れることを提案したい。一学期に数冊の漫画を読む、またはいくつかのアニメやド

ラマを視聴することを課題とし、その後に内容の要約や感想を書かせることで、読む・聞く・

書く・話すの 4技能を総合的に鍛えることができると考える。 

おわりに 

本研究では、日本語母語話者とベトナム人日本語学習者を対象に、文化的背景を踏まえなが

ら、「ごはん」という語の意味認識と語用的使用について比較調査を行った。分析の結果、

「ごはん」は日越で共通して为食としての地位を確立している一方で、食事時間帯や語の使い

方には文化的差異が見られた。「ごはん」に対する意味認識は、日越ともに「食事全体」「白

米」が中心だが、学習者は「家庭的な食事」や「おにぎり」に親しみを感じる傾向があった。

学習歴・滞在歴が長いほど語の理解は多義的に深化し、対人使用では「親しい人」に用いる認

識が共通する一方、学習初期では語用的判断が未成熟であることが示された。 

食事への誘い表現においては、「ごはんに行こう」が親しみやすく日常的な語として認識さ

れるのに対し、「食事に行こう」はフォーマルな場面、「飯に行こう」は男性的かつ砕けた表

現として理解される傾向があった。学習歴や滞在歴が浅い層では、これらの語用的違いが十分
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に理解されておらず、誤認も見られた。ただ渡航歴がなくても、アニメなどの情報から語用的

な使い分けを適切に認識している者も一部にいた。 

これは、教科書中心の学習では語用的判断が育ちにくく、实際の使用経験が重要であること

を示している。学習者が文脈に忚じた語の使い方を習得できるよう、教材や指導法の改善が求

められる。語用論的能力の育成には、文化的背景を踏まえた实践的な学習環境の整備が不可欠

である。その具体的方策の一つとして、日本のアニメ、漫画、ドラマなどの大衆文化的コンテ

ンツを学習内容に導入することを提案したい。 

また細川（1997）によれば、言語能力と文化理解は、初級では生活習慣、中級では社会常識、

上級では専門知識へと段階的に発展する。「日本人の暮らしと社会」をテーマに、学習者自身

の生活と比較することで文化理解が深まる。さらに異文化理解とは「私にとっての日本とは何

か？」という問いから始まり、日常生活の観察がその鍵となる。言語習得における「文化理解」

とは、外側から与えられる知識ではなく、学習者自身が体験・観察・自覚することで初めて意

味を持つという。 

今後の課題として、語学学習に、こうした「内側からの文化」の発見を促すことが、真の異

文化理解とコミュニケーション能力の育成につながると考える。 
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